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糖尿病外来通院中の患者がとらえた看護活動の効果について
花園　　淳1黒田久美子2西山久美子1野口美和子2
要　旨　　糖尿病外来における看護活動場面で自ら援助を求めた患者を対象として，患者がとらえる看護活
動の「効果」はどのようなものであるかを分析した．看護活動を利用してよかったこと，うれしかったこと，
利用している理由についての質問により得られた患者の回答内容は，看護の効果という視点で分析すると，
情緒に関すること，知識・情報に関すること，血糖測定に関すること，という3つの側面からとらえられる
ものが大部分であった．さらに，糖尿病に対する意識と自己管理に対する意識という視点から，患者がとら
えた効果の関連性を位置づけした．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀8：75－79，1994
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1．はじめに
　千葉大学医学部附属病院第二内科糖尿病専門外来では，
昭和57年より同大学看護学部の教官と大学院生による糖
尿病外来看護活動（以下，本看護活動）が行われている．
本看護活動は，患者が現在，あるいは将来の人生の充実
に向けて，安定した気持ちで自己管理していけることに
目的をおき，個別援助を行っている．活動の内容は，簡
易血糖測定器による血糖測定，自己血糖測定と自己注射
の指導，患者からの相談や質問の検討やアドバイス，食
事や運動の個別指導，患者会活動への協力である．
　受診行動は自己管理行動の一つと考えられる1）が，今
回，これを支えていると思われる外来看護活動に着目し，
患者からみた看護活動の効果を分析した．
H．方　　法
　H6年5月ll日から6月1日の間に本看護活動場面で
自ら血糖測定を求めた患者23名を対象に，①本看護活動
を利用している期間②本看護活動を利用して「よかった
こと」③本看護活動を利用して「うれしかったこと」④
本看護活動を「利用している理由」について面接調査を
行った，次に，本看護活動に関わりのある千葉大学看護
学部教授，助手，大学院生（3名），研修生（2名）の
計7名によって，患者の回答を，患者からみた本看護活
動の効果とし，以下の方法で分析した．①「よかったこ
と」について，個々の回答者のワンセンテンスづつの回
答の意味を読みとった，②同じような意味を持つと思わ
れる回答内容のグループに分類した．③それぞれのグルー
プに命名した．④各回答内容グループについてそれぞれ
の内容の違いをはっきりさせるために関連性を検討しグ
ループ問の位置づけをした．⑤「うれしかったこと」「利
用している理由」についても，それぞれ，上記分析方法
を施行した．⑥位置づけした効果を一つの図にまとめた．
皿．結　　果
　患者からみた看護の効果として分類した結果を表1か
ら3に示した．命名されたカテゴリーは，情緒に関する
こと，知識・情報に関すること，血糖測定に関すること，
といういずれかの側面からとらえられるものが大部分で
あった．
　患者からみた看護活動の効果の位置づけを図1に示し
た．まず糖尿病に対する意識を横軸として，情緒に関す
ること，知識・情報に関すること，血糖測定に関するこ
とという3つの効果の側面を左から右へ並べた．これは，
糖尿病に対する意識を基準にすると，患者は，看護婦と
話をして関わりを持ち情緒的安定を得，そして糖尿病に
ついて学習してみようという意識を持ち，その後実際に
血糖測定をしてみようという意識を持つという方向に進
むと考えたからである．次に，自己管理に対する意識を
縦軸としてうれしかったこと，よかったこと，利用して
いる理由を下から上へと並べた．これは，患者の回答内
容から，自己管理に対する意識を基準に考えるとその発
展に伴い，うれしかったこと→よかったこと→利用して
いる理由という方向で表現されると考えられたからであ
る．なお，図中の矢印は，それぞれの回答内容において，
自己管理に，より効果的であると思われる方向を表す．
】V．考　　察
　①　情緒に関する効果について
　外来看護は一般に診療の補助が大部分を占めており何
らかのシステムを設けない状況では患者と充分な関わり
の時間を持つことは難しい．療養の主役は患者である糖
尿病において援助者としての看護婦の役割は大きいが患
者の二一ドに耳を傾ける対応はなかなかできない．また
コミュニケーション不足から不安を抱いて診療機関を変
える患者もみられる2）．
1　長崎大学医療技術短期大学部看護学科
2　千葉大学看護学部成人老人看護学講座
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　本看護活動では患者の二一ドに耳を傾ける場が確保さ
れている．その結果，患者は看護婦と関われる場面を持
つことができ，「相談を受けるために」その場にいる看
護婦との関わりによって尊重された対応を受けたと感じ
ることができ，それによって自己管理に前向きに取り組
むことができると考えられる．
②知識・情報に関する効果について
　糖尿病外来に通院している患者はこれまでに，糖尿病
についての一般的な知識や治療については何らかの指導
を受けてきていると思われるが，本看護活動では「今」
「このことで」どうしていいかわからない，どうすれば
うまくいくのかわからないなどといった「自分の問題」
について「自分のために」教えてもらう，説明してもら
う，アドバイスしてもらう，間違っていることを修正し
てもらう，という機会が得られている．さらにその知識
や情報を自己管理実行に役立てたり，知識を得たことで
不安が軽減し自信につながることを実感でき，療養を続
けることができると考えられる．
③血糖測定に関する効果について
　糖尿病外来通院患者の受診間隔はほぼ4週間に1回で
あるため，患者が検査結果を知るのは測定の1ヵ月後の
診察時である．しかし，本看護活動場面で簡易血糖測定
器による血糖測定を利用するとその場で血糖値を知るこ
とができる1さらに，その値をもとに看護婦と共に最近
の生活を振り返り，食べ過ぎや運動不足に気づき，自己
管理を見直すきっかけとなっていることがわかる、この
ようにして自分の血糖値を知ることができれば自分のコ
ントロール状態に関心を持つことができるようになった
り自己管理に対する自己評価ができて満足感が得られ，
今後のやる気にもつながるのではないかと思われる．ま
た，家庭で自己血糖測定している場合は，その値とつき
合わせて，食事時間による変動を見たり，自己血糖測定
の技術の点検に利用することもでき，自己管理が支えら
れていると思われる．
V．おわりに
今回の分析で，患者からみた効果は，情緒に関するこ
と，知識・情報に関すること，血糖測定に関することの
3側面からとらえることができた、今後，これらの効果
と患者背景との関連性や，患者がとらえた効果をもたら
す看護活動についても検討を重ねていきたい．
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　本看護活動の効果の分析にあたりご協力いただきまし
た千葉大学大学院看護学研究科の小野幸子さん，清水安
子さん，中村直子さん，同研修生松浦治代さんに心より
感謝申し上げます．
文　　献
1）堀田饒：外来での治療・管理の実際，モダンメディ
　シン，（6），125－127，1988．
2）石清水由紀子：外来看護における情報収集とケア，
　月刊ナーシング，10（6），52－55，1990．
一76一
糖尿病外来患者がとらえた看護活動
脚　　b
鑛騨○
営
e
ρ
e
Ψ
製
麗
禦
月
幻
り
㊨
価
毬
想
製
憂
鄭
月
幻
｝
」
ゆ
旭
認
昆
騨
坦
●
繕
景
射
u
ゆ
旭
遜
慰
潔
聖
石γゆ
譲皿
ゆ
・
起
心
ρ
》
⇒
如
製
憂
彗
↓
　　　　Pゆ⇒　　　　螂
　舶
騨　＄
醤咀郵
　ゆ
　ゆ喫マ
翔廼レ¢、 　　ゆ
1蟻
．駆
懸饗離皿建
ゆ
レ
起
心
ゆ
い
⇒
脚
製
憂
鄭
月
】”顧
藻繕皿潔
景
熱
攣
襲
獲響
ゆ
宴
心
甦
砲
騨
聖
■
繕
最
ゆ
罵
心
嘩
　
　
　
　
　
　
ゆ
如
　
　
　
　
　
　
罵
製
　
　
　
　
　
　
心
粥
　
　
　
　
　
　
甦
密
　
　
　
　
　
　
脚
潔
　
　
　
　
　
　
騨
晋 一一聖　　　　　　●嘩
　　　　　　繕脚　　　　　　最
騨
聖
●
繕
最
息　　　ゆ
騨　　舶　P塑
．
シ
　 蝿ゆ
．r口　　　栽　　（∋
騨彙蟹
　　　憾
》
即
宴
心
嘩
如
騨
聾
●
縫
景
睦砲
鞭寒
蟹響
ゆ
“
・
o
瞠
細
製
胴
密
潔
聖
　　　　　㊨　　　　　　　㊨　ゆ　　　e
藥一灘一暴
　　　　凱　　ゆ
崖　韓　　”宴
蝶一謹＿蘇
響　購　　詔
ゆ
“
・
邸
o
踵
幻
契
農
粕
糊
榊
碇旺⇒トノニ即園租　　　　　　蝿灸○契り幻　　　　　・O罵⇒灸O契り幻
　
総
髄
ゆ
価
蒙
足
懊
瞳
鄭
一
昧
橿
e
繍
躯
樫
牌
翼
畷
憩
灸
椥
偲」
区
皿「口麺騨足裳価K）樋縫
一77一
花園　淳他
表1．糖尿病外来における本看護活動を利用してよかったこと
効果
の 患者の回答内容 患　　者　　の　・回　　答　　の　　内　　容
側面 グループの命名
情 話　し相手になって　く　れ 話し相手
る 若い話　し相手
緒 病状の話をする
に
尊重された対応を受け
話を聞いてくれる
D　r，　に話せないこ　とを話せる
関 話ができる 暗ぐならないで話せる
す 情緒的安定を得られる ・快く迎えられたと感じる
・・一親切な対応にほっ　とする
る 悪くならないよ　うに検査しても　ら　う
こ 相談相手になってくれ 臥・一緒に考えられる
と
る
疾
病
　 ・療養の理解がで
・相談にのっても　ら　う
話をしてわかる
き　る
自己管理実行をする気 （一緒に考えて）　気をつけるよ　う　になる
になる
知 知識　・情報を得られる 教えて　くれる
勧めて　くれる
識 受け入れやすく教えてくれる
教えてもらう
・食事のこ　とを教えてもら　う
勧めてもらう
情 ア　ドバイ　スが聞　け　る
報
知識　・情報を得て情緒
情報をもらえる
（食事療法のア　ドバイスを）優　し　く　しても　ら　う
に 的安定を得られる 迷ったとき安心する
関 知識　・情報を得てその 話を聞いて間違いに気づく
す
場で活用でき　る
疾病　・療養の理解がで
話を聞いて考える
話を聞いて療養方法がわかる
る き　る ・話を聞いて低血糖がわかる
食事のこ　とがわかる
こ 細かいこ　とがわかる
と 知識　・情報を自己管理 ・自己管理できるよ　う　に学べる
実行に結びつけられる
血糖測定をしてもらえ 血糖がすぐわかる
血
糖
測
る
血
糖 測定の結果をその ・血糖がわかって反省でき　る
定 場で活用でき　る 血糖がわかって考えられる
に
関
す 自　己評価ができ、　満足
血糖がわかって理由がわかる
血糖がわかって励みになる
る
こ
と
感が得られる
血糖測定結果を活用　し
血糖がわかって安心する
・血糖がわかって目安ができる
自己管理実行に結びっ 気をつける目標になる
けられる 血糖がわかって気をっ‘げる
目安ができブレーキがかけられる
そ D　r．　との橋渡しにな 代弁してくれる
の
他
ってくれる
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表2．糖尿病外来における本看護活動を利用してうれしかったこと
効果
の 患者の回答内容 患　　者　　の　　回　　答　　の　　内　　容
側面 グループの命名
情
緒 尊重されたと感じられ お話　し　して　く　れる　こ　と
に る 入院したとき見舞いに来てくれること
関 帰り際の　r元気でね」　のエール
す r一緒に旅行に行こ　うね」　r元気でした　？」
る などの声かけ
こ 親切な対応を受けたこ　と
と 親切だから
知
識 知識　・情報を得られる 説明　して　くれる　こ　と
●
情 知識　・情報を得て情緒 専門の人に話を聞いてほっ　とでき　る
報
に
的安定を得られる
関
す
る
こ
と
血
糖 血糖測定の結果その　も 血糖が高　く　ないこ　と
測 の 血糖が低いこ　と
定 血糖が安定しているこ　と
に 血糖が下がっているこ　と
関 血糖が低いのが続く　こ　と
す
る
こ
食事に気をつけたり　して血糖が低いとき
と
そ ない ま　だない
の 別にない
他 ない
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表3．糖尿病外来における本看護活動を利用している理由
効果
の 患者の回答内容 患　　者　　の　　回　　答　　の　　内　　容
側面 グループの命名
情 情緒的安定を得られる 国立だし、　いい人たちがいる
緒 信頼できる人がいる
に 信頼している人たちだから
関 相談でき　る
す 看護婦に会って話がしたい
る D　r．　よ　り話しやすい
こ 好きだから
と 安心していられるから
血糖上がるの恐いから
知 知識　・情報を得られる 聞いた　こ　と　が戻　っ　て　く　る
識 針の使い方を習う　ため
情 知識　・情報を得て情緒 頼りがいがある
報 的安定を得られる 1人でく　よ　く　よ考えてても話しないこ　とには
に
関
す 知識　・情報を得られ自
通じない
説明　してもらって血糖下げるため
る 己管理実行に結びつけ
こ
と
られる
血 血糖測定を　して　も　らえ
る
血糖を測るため
糖
う　ちで測っ　た血糖と比 その時の結果を知るため
測 べ　る 技術の点検のため
定 血糖測定の結果を活用 血糖測っ　て　目安がわかる
し自　己管理実行に結び ぐ　う　た　ら　に　な　ら　な　い　よ　う　に
に つけ　られる コ　ン　ト　ロールのため
血糖測定しても　らって食事　・運動の調節をす
関 る
す
自　己評価ができ　満足感
今後の判断材料にするため
血糖聞いて安心でき　る
る が得られる
こ 測定結果をD　r．に伝 血糖測定結果を眼科D　r，　へ伝える
と
え　られる
患者会への参加のため 役貝だから
そ 会費納めるため
の
D　r．　の指示
いのはな会　（患者会）　ができたから
D　r．　に言われたから
他
知り合いの紹介 知り合いに紹介してもらったから
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